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稚苗育苗用肥料としての

CDUの使い方

山形県農業試験場

青柳栄助

農村労力が減少し，また田植機が改良されて急

速に普及され，本年本県において機械田植された

面積は， 全水田面積の10%にあたる 1万haで，

いほど無機化が促進される性質があるので，本県

の育苗基準である施肥前の土壌pH(5.0)と，発芽

期間の温度 (30
0

C)，緑化，硬化期間の保護され

た条件の中で， CDU-Nは追肥的な肥効を示す

ことが推定された。

そこで昭和45年には，肥効の確認と施肥量につ

いても検討したところ，実用性が明らかになった

ので， CDUを配合した稚苗育苗肥料が試作さ

れ，昭和46年には，場内における試験のほかに現

地における試用にまで発展した。

2. 稚苗育苗における窒素施肥の基本型と
来年はさらに増加することが予想されている。 CDU-Nの肥効

また機械の利用方法も，従来の個人所有から共 元肥と追肥窒素の苗の窒素栄養に及ぼす影響を

有の占める割合が高くなり，個人利用にしても田 検討するため， 5種類の土壌を供試し，元肥窒素

植を請負いする例が多くなって，機械の利用効率 (箱当り0，1，2g)追肥窒素 (0，O. 5， 1， 2g)およ

が良化され，それにともない，簡易化しても良質 び粉状にしたCDU単体の窒素量 (2，3，4g) を

苗が得られる育苗技術が要望されている。 変えた条件のもとで試験したが，紙面の都合で山

1. CDUの利用を考えたいきさつ 形農試本場水田〈黒色粘土腐植型)，圧内分場

稚苗育苗における窒素施用法の基本型は，続い (強グライ粘土型〉の例だけを紹介する。

て述べるように，元肥の肥効は 1.5葉時までで， まず元肥窒素は，1.5葉時までに吸収利用され，

その後2回追肥する必要があるので，ことに大型 元肥量の多い場合は，百中のN濃度が上昇して，

施設を利用するような，大量を対象にして育百す 2g施用では約5%になる。(1.5葉時のN量に籾

る場合には，労力的に大変だし，また濃度の障害 中のN量を加算すると， 2.1葉時のN量になる〉

によって失敗などの例も多いので，元肥だけで， また1.5葉時から2.1葉時までの乾物重は1.7倍

良い苗が作れるような肥料が要望されていた。 に増加するために，窒素の追肥のないときは，そ

そこでCDUの単体に目をつけ，これを粉状と れに相当する割合にうすめられて， 5%のものが

したものを使 第1表施肥方法と苗の栄養(昭和45年)
って，稚苗を

育苗する条件

(温度30
0

C.

水分最大容水

量の90%)で

CD U-Nの
無機化する過

程を検討した

ところ，育苗

期間に相当す

る期間に70%

無機化するこ

とが分った。

またCDU
は， pHが低

く，温度は高

土
施肥(g/箱)

フじ 1巴 追肥
壌
N PzOs KzO N 

。 1 1 
1 1 

U-l 2 1 1 

形 1 1 1 0.5 
1 1 1 1 

本 1 1 1 2 

場 1 1 
D ③ 1 1 
U ④ 1 1 

。 1 1 
庄 1 1 1 
2 1 1 

内 1 1 1 0.5 

分 1 1 1 1 
1 1 1 2 

土器
R {② 1 1 

B④ 1 1 
注)N=硫安， PzOs=過石，KzO=塩加
O=CDU.N施肥前PH=5.0

N % (乾物) N 量 (g/箱)

1.5葉時 2.1葉時 1 • 5葉時 2 . 1葉時

地上 キ艮 地上 根 地上 根 計 地上 根 計

3.20 1.61 2.10 1.31 1.28 0.29 1.57 1.38 0.56 1.94 
4.27 2.30 2.82 1.66 1.94 0.41 2.35 2.04 0.63 2.67 
5.02 2.56 3.35 1.90 2.48 0.32 3.80 2.53 0.46 2.99 

3.52 1.88 2.48 0.57 3.05 
3.55 1.96 2.68 0.63 3.31 
4.24 2.03 3.22 0.69 3.91 

3.77 2.03 3.03 1.76 1.54 0.35 1.89 2.10 0.59 2.69 
4.05 2.29 3.19 1.96 1.70 0.25 1.95 2.12 0.73 2.85 

4.25 2.24 3.38 1.90 1.89 0.46 2.35 2.42 0.63 3.05 

3.15 1.60 2.09 1.70 1.22 0.34 1.56 1.31 0.76 2.07 
4.16 2.00 2.85 1.66 1.92 0.34 2.26 1.90 0.63 2.53 
4.98 2.81 3.36 2.16 2.36 0.44 2.80 2.55 0.72 3.27 

3.23 1.83 2.32 0.53 2.85 
3.79 1.92 2.90 0.61 3.51 

4.14 2.09 3.07 0.71 3.78 

4.03 2.08 3.37 1.76 1. 78 0.27 2.05 2.34 0.62 2.96 
4.10 1.99 3.60 2.09 1.83 0.47 2.30 2.57 0.77 3.34 
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3.3%の濃度になる。

追肥窒素の利用率は60'"'-'80%であり， 19ずつ

2回追肥すると各土壌ともに4%の濃度になる。

苗中のN%と発根力との関係については，現根

した苗を無肥料土壌に移植して， 14"-'150 Cの水

を濃瓶し，寒冷紗で被覆した条件で， 21日後の発
根数と，移植時の苗のN%との聞には深い関係が

認められ， したがって活着の良い苗を作るには元

肥に 1g， 追肥は2gを2回に分けて追肥する必

要があり，これを本県の稚苗育苗における施肥法

の基本型とした。

-a.x ロ

発! ロ・-.X. .ロv •• 4h 

根 x • 

数 ae 。aR- a X.x a um .E含-- 4Lfl| Axロ・・a山黒鼎山庄形ポボIA-本ク分ク場水畑場土田

苗N%(乾物)

苗中N%(2.1葉時)と発根数

CDU-Nの1.5葉時までのN吸収量は，施用量

に比例して多くなり， CDU-N4gでは，硫安窒

素19に相当する量の吸収となることが判明した。
また1.5葉以降は， 硫安窒素0.7g相当の窒素を

吸収し，利用率は25"-'30%程度で， 2.1葉時の苗

のNは元肥だけに施しても3.5'"'-'3.6%になるこ

と，硫安に比べ電気伝導度は低く， またpHの低

下が少ないことなど， CDU-Nの有利性と， 肥

効を促進させるために

改良を要することも判

明した。

したがって試作品は

CDUに硫安を添加し

て， 1. 5葉までの窒素

の吸収量を多くするこ

とと，その生理的酸性

による CDU-Nの無

機化の促進をもねらっ

た。

培地

山

土

ウ
レ
タ
ン

土土間山

区内容(g/箱)
4/23 

1 1 1 4.75 
2 一 1 4.7 

CDU 樺棟12号号地地
5.0 

CDU 5.0 
CDUl 5.3 
CDU2 5.4 

1 1 1 
2 1 
CDU 1号

C D U 2揮肥l樺楳2号料地地地
化成
CDU 
CDU 
化成 4.9 

績を参考に，土壌に対し 0.6%前後の腐植酸アン

モンで増量して施し易くし， 箱当り 40gの施用に

よりN4.4g(C DU--N3. 4g，硫安1.Ogを 1号

CDU-N3.7g， 硫安NO. 68gを2号)， 燐酸，

加里は各々 19とした。

この試作品について46年には，苗の窒素栄養に

対する影響のほか， ことに土壌 pHの推移をしら

べるために裸地区ももうけて「土壌」と「ウレタ

ン」両条件で検討した結果の一部を紹介する。

すなわち生育が進むにつれて pHは低くなり，

土量の少ない「ウレタン」の方が，同一窒素量で

低いのが一般的な特徴である。

しかし裸地状態をみると，普通肥料では施肥前

のpHそのままで経過するが， CDUでは経時的

に上昇し， rウレタン」の方が高い。
これはCDUの場合，アンモニヤの生成によっ

てpHが上昇し， また土量に対して施肥量の多い

「ウレタン」条件の方が，濃度が高いためと考え

られる。

しかし極く密植状態にある稚苗では，養分の吸

収によって1.5葉時のpHは4.5'"'"'4.8前後となり，

裸地区とは 1以上の差になるのが普通であって，

pH上昇による障害発生の心配がないから， CD 

Uの利用が可能なこと，また乾物の生産はことに

「ウレタン」の場合， 1.5時葉までの乾物重は明

らかに重く， 2.1葉時は元肥だけで他の追肥区よ

りすぐれていることから，稚苗育首用としての特

性をもった肥料であることが明らかになった。

第2表 PHの推移と生育
pH 5/12 (cm) 乾物(g/箱)

4/27 4/30 5/3 5/12 苗丈葉鞘品 4/30 5/12 

4.7 4.5 10.4 3.5 70.0 
4.3 4.2 12.4 4.0 75.8 
4.75 4.6 12; 2 4.0 74.9 
4.8 4.85 12.3 4.0 74.0 

5.4 5.5 5.5 5.7 
5.4 5.6 5.6 5.75 

4.3 4.1 8.1 2.6 34.1 55. 1 
3.9 3.9 8.3 2.7 35.2 57.6 
4.4 4.5 9.4 2.8 43.5 59.6 
4.55 4.6 9 0 2.9 45.4 61. 1 
4.35 4.2 8.6 3.0 35.7 56.1 

5.7 5.8 5.95 
5.65 5.8 5.9 
4.95 5.1 5.05 5.05 

3. 試作品について

の検討

試作品は過年度の成

注)区内容元肥(4/17) 追肥(1.5葉時4/30)と5/6の)1頂、品種ササニシキ、播種(4/20)，緑
化(4/22)，硬化(4/27)，2.1葉(5/12)，C D U 1号(CD U -N3.4g，硫安N19)， CDU 
2号(CDU-N3.72g，硫安NO.68g)，化成は元肥Igに2回追肥


